






























































・経済改革と都市所得格差 （孟昕）b  
・企業損益と従業員の賃金格差（Knight, 李実）b 
・都市就業者の現物所得減少の原因分析（趙耀輝、李実） 



































































































































































うか。   
さらに、本書の各論文が依拠する 1999 年調
査のデータについての紹介が各論文中に散在し、
調査の全体像が把握しにくい点も問題である。
この調査は３つの質の異なる抽出枠からサンプ
リングされた標本から成っているだけに、調査
データの全体像を明示すると共に、各論文がど
の範囲のデータを対象としているのか明記する
ことは重要だと考える。 
以上、評者の関心から本書の特徴と若干の問
題点を述べたが、本書は失業者と農村出身者と
いう都市の２つの主要な弱者グループに着目し
た重要な研究論文集である。今後、様々な角度
から中国の貧困問題を研究する上で参照すべき
多くの興味深い議論を含んでいるといえよう。 
